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第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

　

も
と
も
と
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー

な
ど
家
電
向
け
部
品
を
製
造
し

て
い
た
小
滝
電
機
製
作
所
は
、

2
0
0
3
年
に
従
来
の
民
生
品

か
ら
の
脱
却
を
進
め
た
こ
と
を

機
に
、
車
載
事
業
へ
と
業
態
転

換
。
厳
し
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
体
制

の
構
築
に
よ
っ
て
低
コ
ス
ト
・
短

納
期
を
実
現
し
、
自
動
車
用
照

写真左から、坂上信之、中村英明

01 困難だった高輝度LEDランプの点灯検査の自動化を実現

02 安価なセンサ開発により、安定した高い品質の量産体制を構築

急
増
す
る
車
載
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

製
造
に
不
可
欠
な
検
査
装
置

受賞メッセージ

弊社はスピード・シンプル・アグレッシブを合
言葉に、ものづくりに取り組んで参りました。
その生産活動の中で「現場の必要」を「形にし
たい」という思いから生まれたセンサーが、こ
の度の大変栄誉ある賞を受賞できたことは誠
に光栄であり、弊社従業員の取り組み姿勢を
ご評価頂いたものと感謝申し上げます。

受 賞 理 由

高精度で安価なセンサを開発し
安定・高品質の量産体制を構築

高輝度LED点灯検査を自動化
受
賞
件
名

高
輝
度
発
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
輝
度・発
光
色
判
別
技
術
開
発

に
よ
り
車
載
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
普
及
を
促
進

受
賞
者

株
式
会
社
小
滝
電
機
製
作
所

中
村 

英
明

リ
ー
ダ
ー

坂
上 

信
之
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経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

株
式
会
社
小
滝
電
機
製
作
所

明
部
品
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
契

約
に
こ
ぎ
つ
け
る
。

　

そ
の
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
高
輝
度

化
・
小
型
化
・
軽
量
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
車
に
搭
載
さ
れ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
種
類
や
数
が
急
増
。

従
来
の
よ
う
に
肉
眼
に
よ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
輝
度
や
色
の
違
い

の
判
定
で
は
、
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
て
増
え
続
け
る
需
要
へ
の

対
応
が
難
し
く
な
っ
た
。
品
質

を
維
持
し
な
が
ら
生
産
性
を
上

げ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
製
造
現

場
で
は
、
様
々
な
知
恵
を
求
め

て
製
造
の
自
動
化
ラ
イ
ン
を
構

築
し
、
さ
ら
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
輝
度

や
発
光
色
の
違
い
を
瞬
時
に
測

定
・
判
別
す
る「
ク
イ
ッ
ク
光
質

セ
ン
サ
」を
自
社
開
発
し
た
。

　

現
場
の〝
必
要
〟が
生
み
出
し

た
こ
の
セ
ン
サ
は
、
照
度
計
で
は

測
定
不
能
な
20
万
ル
ク
ス
以
上

の
高
輝
度
の
光
源
も
判
定
し
、

約
10
億
色
の
識
別
が
可
能
。
人

間
の
目
で
識
別
で
き
る
の
は
約

１
０
０
万
色
な
の
で
、
従
来
の

肉
眼
に
よ
る
点
灯
検
査
に
比
べ

１
０
０
０
倍
以
上
の
高
精
度
な

識
別
が
瞬
時
に
行
え
る
。
検
査

ミ
ス
が
無
く
な
り
、
品
質
の
担

保
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

各
種
検
査
デ
ー
タ
の
数
値
化
に

よ
っ
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
対

策
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　

分
離
し
て
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

基
板
と
セ
ン
サ
基
板
を
一
体
式

に
し
、
セ
ン
サ
ユ
ニッ
ト
を
10
分

の
１
に
小
型
化
。
設
置
性
能
が

上
が
り
、
ケ
ー
ブ
ル
1
本
で
の

給
電
及
び
通
信
に
よ
り
省
配
線

化
も
実
現
し
た
。
現
在
は
自
社

の
量
産
ラ
イ
ン
の
１
０
０
０
カ
所

以
上
に
こ
の
セ
ン
サ
を
組
み
込
ん

で
、
製
品
の
品
質
担
保
を
行
う

ほ
か
、
セ
ン
サ
の
販
売
も
行
う
。

　

こ
の
輝
度
・
発
光
色
測
定
技

術
を
応
用
し
、
自
動
車
の
塗
装

色
を
判
別
す
る
技
術
を
開
発
中

で
あ
る
。
本
技
術
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

検
査
装
置
以
外
に
も
応
用
で
き

る
た
め
、
同
社
で
は
ス
タ
ッ
フ
を

増
強
し
て
、
さ
ら
な
る
色
の
測

定
検
出
の
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

数
値
に
よ
る
判
定
精
度
は

肉
眼
の
１
０
０
０
倍
！

審査員の視点

生産性と品質を両立させるために現場
の知恵と工夫を集めて自社開発した本
装置は、LEDの検査装置以外にも使え
るため、今後の展開が期待できる。

現場の知恵と
工夫を集めて開発

会 社 概 要

商　　号：株式会社小滝電機製作所
設　　立：1980年1月
従業員数：239名
事業内容：�車載製品などの受託設計、受託生

産、製品OEM供給や自社製品（ク
イック光質センサ、クイック色質
センサ）の販売など

お問い合わせ先

株式会社小滝電機製作所
秋田県大館市釈迦内字上袋6-6
TEL:0186-59-7131 
FAX:0186-59-7132
E-mail:Soumu@otaki-elc.co.jp
代表取締役社長　中村 英明
http://otaki-elc.co.jp

■色度と輝度を完全独立で高精度に検査

■20万ルクス以上の高輝度
光源も減光フィルタなしで
受光可能

■センサユニットの小型化を実現
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第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

　

１
９
８
１
年
以
来
、
が
ん
は

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
そ
の
治
療
に
必
須
な
の

が
病
理
診
断
だ
。
最
近
の
が
ん

治
療
で
は
、
進
行
度
や
悪
性
度

に
応
じ
て
切
除
範
囲
を
決
め
る

個
別
化
医
療
を
行
う
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
手

術
中
病
理
診
断
は
、
個
別
化
の

判
断
基
準
と
し
て
極
め
て
重
要

写真左から中村竜太、鈴木洋一、南條博、南谷佳弘、赤上陽一、佐藤正、榎本純也

01 電界撹拌を採用し、染色工程を2時間超から20分に短縮

02 手術精度が向上することで医師や患者の負担を大幅に軽減

精
度
と
時
間
と
い
う

病
理
診
断
の
課
題
を
解
決

受賞メッセージ

秋田県産業技術センター、秋田大学との地方
発産学官医工連携事業として「患者さんのため
に」を合言葉に、皆様のご協力を得ながら医療
機器の製品化を目指し進めてきました。この
ような賞をいただき大変光栄に思いますと共
に、これを励みに次の製品開発に向けてより
一層努力して参ります。

受 賞 理 由

秋田の産官学連携で開発
免疫組織染色の時間を大幅に短縮し

手術中にがんの詳細な病理診断が可能に
受
賞
件
名

世
界
初
の
技
術「
電
界
撹
拌
」を
用
い
た

が
ん
迅
速
診
断
支
援
装
置
の
開
発

受
賞
者

秋
田
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

鈴
木 

洋
一

リ
ー
ダ
ー

佐
藤 

正
／
榎
本 

純
也
／
南
谷 

佳
弘（
※
１
）／

南
條 

博（
※
２
）／
赤
上 

陽
一（
※
３
）／
中
村 

竜
太（
※
３
）

※
１ 

国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科　
※
２ 

国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学

医
学
部
附
属
病
院　
※
３ 

秋
田
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
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経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

秋
田
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
が
ん
の
病
理
診
断

で
は「
Ｈ
Ｅ
染
色
法
」が
用
い
ら

れ
て
き
た
が
、
手
術
中
の
診
断

に
は
限
界
が
あ
り
、
微
小
な
転

移
の
見
逃
し
の
可
能
性
や
、
悪

性
度
や
進
行
度
を
判
断
す
る
た

め
の
情
報
精
度
が
低
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
診
断
精
度
の
向
上
が

見
込
ま
れ
る「
免
疫
染
色
法
」が

期
待
さ
れ
た
が
、
切
除
し
た
組

織
の
抗
原
と
抗
体
の
反
応
を
観

察
す
る
染
色
工
程
に
2
時
間
以

上
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
判

断
精
度
は
高
い
も
の
の
手
術
中

の
導
入
は
困
難
だ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
の
が
、
染
色
工
程
の

時
間
を
劇
的
に
短
縮
し
た「
電

界
撹
拌
法
」だ
。
こ
れ
は
秋
田

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発

し
た
世
界
初
の
電
界
撹
拌
技
術

を
コ
ア
技
術
と
し
、
秋
田
エ
プ
ソ

ン
と
秋
田
大
学
と
い
う「
秋
田
の

産
官
学
連
携
」に
よ
って
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
電
界
撹
拌
装
置
は
、
低

周
波
の
電
圧
を
繰
り
返
し
与
え

て
液
を
か
き
混
ぜ
る
電
界
非
接

触
撹
拌
技
術
を
応
用
す
る
こ
と

で
、
が
ん
の
悪
性
度
や
進
行
度

を
正
確
に
診
断
す
る
免
疫
組
織

染
色
を
、20
分
以
内
に
迅
速
化
。

こ
れ
に
よ
って
手
術
中
で
も
が
ん

の
性
状
判
断
が
で
き
る
た
め
、

手
術
精
度
が
向
上
し
治
療
方
法

の
最
適
化
も
可
能
に
な
る
。
再

手
術
の
必
要
性
が
減
る
こ
と
で

患
者
と
医
師
の
負
担
が
大
幅
に

低
減
さ
れ
、
医
療
費
削
減
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
技
術
を
病
理
現
場
に
導

入
す
る
た
め
、
２
０
１
２
年
に
は

迅
速
免
疫
染
色
研
究
会
が
設
立

さ
れ
、
２
０
１
４
年
に
手
動
に
よ

る
装
置
を
製
品
化
。
装
置
を
導

入
し
た
秋
田
大
学
病
院
で
は
、

す
で
に
約
１
０
０
０
例
の
実
績
が

あ
る
。
病
理
検
査
技
師
の
負
担

の
増
大
と
い
う
理
由
で
装
置
の

導
入
に
踏
み
切
れ
な
い
医
療
機

関
も
あ
る
た
め
、
２
０
２
０
年
春

の
販
売
を
目
指
し
て
、
装
置
の

自
動
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

20
分
以
内
の
迅
速
な
判
断
で

患
者
の
負
担
を
大
幅
に
低
減

審査員の視点

手術中に原発性か転移性かの区分や
悪性度を精度よく判断できるので、最
適な治療法の選択が可能。病理現場で
も導入しやすい自動化装置に期待。

最適な治療法の選択に
大きな効果を発揮

会 社 概 要

商　　号：秋田エプソン株式会社
設　　立：1986年６月
従業員数：982名
事業内容：�プリンターヘッド部品、ウエアラ

ブル機器・部品の製造、超精密部
品・金型具冶工具の製造加工

お問い合わせ先

秋田エプソン株式会社
秋田県湯沢市岩崎字壇ノ上1
TEL:0183-72-4111
FAX:0183-72-4411
E-mail:Suzuki.Yoichi@exc.epson.co.jp
M事業グループ 課長　鈴木 洋一
https://www.epson.jp/company/akitaepson/

交流高電圧場印
加時の液滴内部
の撹拌の様子

印加電界波形

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

「秋田県産業技術センター中村竜太、赤上陽一先生」引用

抗原 抗体

電界攪拌染色装置「ヒスト・テックⓇ 

R-IHCⓇ」

ハイスピードカメラで撮影したON
／OFFの写真（500fps）

■電界攪拌技術の原理と免疫染色の図

0sec

0.24sec

0.54sec

0.75sec

2.85sec

ガラス基盤

ガラス基盤

ガラス基盤

ガラス基盤

ガラス基盤

ON

ON

ON

OFF

OFF

0 t

0 t

0 t

0 t

下部電極

上部電極

AC
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第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

　

医
療
、
バ
イ
オ
、
化
学
な
ど
、

多
分
野
の
研
究
で
使
わ
れ
る
ピ

ペ
ッ
ト
は
海
外
製
が
ほ
と
ん
ど

で
、
そ
の
95
%
を
手
動
ピ
ペッ
ト

が
占
め
る
。
し
か
し
、手
動
ピペッ

ト
は
液
の
吸
入
排
出
に
親
指
で

強
く
ボ
タ
ン
を
押
す
必
要
が
あ

り
、
精
度
よ
く
分
注
す
る
に
は

か
な
り
の
熟
練
を
要
す
る
。
わ

ず
か
に
流
通
す
る
電
動
ピペッ
ト

写真左から、上山忠孝、片野圭二、清水友治、千葉英重

01 超小型・高精度・潤滑オイルレス歯車(最小1歯が0.1㎜ )を開発

02 使用者の作業負担の軽減をこれまでの常識を覆す機能で実現

手
動
ピ
ペッ
ト
の
課
題
を

超
小
形
の
歯
車
で
解
決

受賞メッセージ

大変光栄なる賞をいただき、チームと社員一
同大変感激しております。
これからも、高い技術と新たなライフサイエン
スの製品を東北から世界に販売することで、地
域のものづくり産業に貢献するとともに、地域
の未来づくりに一層力を尽くして参りたいと思
います。

受 賞 理 由

岩手と東北の精密ものづくり技術を結集し
医療・ライフサイエンス分野における

研究者の作業精度向上に貢献
受
賞
件
名

世
界
最
小・最
軽
量
の
ペ
ン
型
電
動
ピ
ペッ
ト
で

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
た
な
価
値
を
め
ざ
す

受
賞
者

株
式
会
社
ア
イ
カ
ム
ス
・
ラ
ボ

片
野 

圭
二

リ
ー
ダ
ー

上
山 

忠
孝
／
千
葉 

英
重
／
清
水 

友
治（
※
１
）

※
1 

国
立
大
学
法
人
岩
手
大
学
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経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
ア
イ
カ
ム
ス
・
ラ
ボ

も
、
モ
ー
タ
ー
の
せ
い
で
サ
イ
ズ

が
大
き
く
、
作
業
者
の
手
に
大

き
な
負
担
が
か
か
る
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
作
業
者
に
よ
る
精

度
の
ば
ら
つ
き
や
、
等
量
分
注

に
要
す
る
膨
大
な
時
間
、
研
究

者
の
疲
労
・
痛
み
・
ス
ト
レ
ス
と

いっ
た
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、

世
界
最
小
・
最
軽
量
で
ペン
の
よ

う
に
持
って
使
え
る
ペン
型
電
動

ピペッ
ト
だ
。

　

こ
の
ピ
ペッ
ト
の
コ
ア
技
術
が
、

岩
手
大
学
の
精
密
金
型
技
術
と

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
と
い
う
応
用

力
学
の
技
術
か
ら
開
発
さ
れ
た

超
小
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
歯
車
を

使
っ
た「
マ
イ
ク
ロ
ア
ク
チ
ュエ
ー

タ
ー
」だ
。
こ
れ
は
モ
ー
タ
ー
か

ら
発
生
す
る
動
力
の
回
転
速
度

を
遅
く
し
て
高
い
ト
ル
ク
と
分

解
能
に
変
換
す
る
装
置
。
従
来

の
金
属
切
削
歯
車
の
小
型
化
の

限
界
を
突
破
し
、
歯
車
の
サ
イ

ズ
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
０・０
５
５（
1

歯
の
大
き
さ
が
約
１
０
０μ
m
）

ま
で
小
型
化
し
、
高
精
度
化
と

潤
滑
オ
イ
ル
レ
ス
も
実
現
し
た
。

　

従
来
の
歯
車
減
速
機
は
多

段
式
遊
星
歯
車
方
式
だ
っ
た

が
、
不
思
議
遊
星
歯
車
方
式

を
最
適
化
し
て
採
用
す
る
こ
と

で
、
部
品
点
数
を
従
来
の
約
３

分
の
１
ま
で
削
減
。
小
型
軽
量

化
だ
け
で
な
く
低
価
格
化
も

実
現
し
た
。
さ
ら
に
同
社
で
は

B
l
u
e
t
o
o
t
h
を
内
蔵

し
た
世
界
初
の
無
線
通
信
ピペッ

ト
も
開
発
。
Ｐ
Ｃ
で
分
注
量
設

定
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
機

能
や
、
実
験
の
情
報
を
自
動
記

録
す
る
ロ
グ
機
能
の
搭
載
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
も
格
段

に
向
上
し
た
。

　
「
い
ま
や
当
社
の
事
業
の
8
割

が
ラ
イ
フ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
。

地
元
岩
手
や
東
北
地
方
の
企

業
、
研
究
機
関
と
連
携
し
て
新

た
な
製
品
を
開
発
し
、
世
界
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し
て
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
片
野
社
長
。

地
域
未
来
牽
引
企
業
と
し
て
選

定
さ
れ
、
新
た
な
製
品
開
発
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

低
価
格
化
の
実
現
で

海
外
展
開
の
拡
大
も
目
指
す

審査員の視点

オンリーワンの技術をベースにしたアクチュ
エータや各種製品は、30件以上の特許・意
匠・商標でカバーするなど知財戦略も優れ
ており、世界で高いシェアを期待できる。

課題解決だけでなく
知財戦略にも優れる

会 社 概 要

商　　号：株式会社アイカムス・ラボ
設　　立：2003年5月
従業員数：37名
事業内容：�マイクロアクチュエーターとその

技術を活用した、精密機器とライ
フサイエンス機器の開発・製造・
販売

お問い合わせ先

株式会社アイカムス・ラボ
岩手県盛岡市北飯岡1-8-25
TEL:019-601-8228
FAX:019-601-8227
E-mail:icomes-info@icomes.co.jp
代表取締役　片野 圭二
https://www.icomes.co.jp/

10円玉に比べるとプラスチック歯車の小ささが際立つ

従来の持ち方（左）とペン型

従来の多段式金属歯車減速機（左）と不思議遊星歯車減速機

モジュール0.055
直径約1mmの
プラスチック歯車

10 経済産業大臣賞　製品・技術開発部門



第８回
ものづくり日本大賞

特別賞
伝統技術の応用部門

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
は
、

黒
色
で
光
沢
の
あ
る
雄
勝
石
の

生
産
地
で
、
硯
の
国
内
シ
ェ
ア

７
割
を
誇
る
。
し
か
し
、
東
日

本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
職
人
が
離
散
。
伝
統
工

芸
の
危
機
に
瀕
し
、
県
内
の
産

学
官
が
連
携
し
て
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

雄
勝
石
を
使
っ
た
硯
に
替
わ

写真前列左から、加藤義徳、堀切川一男、後列左から、島貫昭彦、早坂健、柴田圭、小林誠樹。　枠内は、高橋頼雄

01 先端技術で実績を重ねる名門中小企業が伝統工芸再生に技術協力

02 雄勝石産業の復興支援のため地元関係者が一丸で技術を確立

硯す
ず
りで
知
ら
れ
る
雄
勝
石
が

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
に

受賞メッセージ

これまで培ってきた先端加工技術を新商品創
出に活かしました。栄えある受賞は、社内外含
め本プロジェクトに関わった全ての方の賜物
であると感じています。共に取り組んだ皆様と
の出会いと機会に心から感謝し、今後も産学
官地域連携を大切にしながら技術力向上に努
めてまいります。

受 賞 理 由

震災で壊滅的打撃を被った天然石生産地
地域一体の産学官プロジェクトで復興に挑戦

伝統×技術で誕生した「濡れ盃」
受
賞
件
名

伝
統
工
芸
と
先
端
機
械
加
工
技
術
の
融
合
で

先
端
技
術
工
芸
品「
雄
勝
の
濡
れ
盃
」誕
生
！

受
賞
者

キ
ョ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

早
坂 

健

リ
ー
ダ
ー

堀
切
川 

一
男（
※
１
）／
柴
田 

圭（
※
１
）／
加
藤 

義
徳（
※
２
）／

島
貫 

昭
彦（
※
３
）／
高
橋 

頼
雄（
※
４
）／
小
林 

誠
樹（
※
５
）

※
１ 

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科　
※
２ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
未
来
産
業
創
造

お
お
さ
き　
※
３ 

株
式
会
社
こ
け
し
の
し
ま
ぬ
き　
※
４ 

雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合　
※
５ 

美
里
町

11特別賞  伝統技術の応用部門



特
別
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

キ
ョ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

る
新
製
品
開
発
を
目
指
し
、
白

羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
、

美
里
町
の
キ
ョ
ー
ユ
ー
。
精
密
金

属
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
航

空
機
や
医
療
機
器
な
ど
高
精
細

な
加
工
を
得
意
と
す
る
同
社
は

技
術
力
に
定
評
が
あ
る
。
過
去

に
は
雄
勝
石
を
使
っ
た
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
を
開
発
し
た
実
績
も

あ
っ
た
。
折
し
も
、
N
P
O
法

人
未
来
産
業
創
造
お
お
さ
き

（
以
下
M
S
O
）が
主
催
す
る
研

究
会
の
座
長
を
務
め
る
堀
切
川

一
男
氏（
東
北
大
学
大
学
院
教

授
）は
、
雄
勝
石
で
酒
器
を
作

る
構
想
を
温
め
て
い
た
。

　

キ
ョ
ー
ユ
ー
を
訪
問
し
て
そ
の

技
術
力
に
感
服
し
た
堀
切
川
氏

は
、
酒
器
開
発
を
提
案
。
し
か

し
、
石
の
高
精
細
加
工
は
困
難

を
極
め
る
作
業
だ
っ
た
。
石
は

脆
性
材
料
で
、
簡
単
に
割
れ
た

り
欠
け
た
り
す
る
。
平
盃
の
よ

う
に
薄
さ
が
求
め
ら
れ
る
形
状

で
は
、一段
と
加
工
が
難
し
い
。

　

加
工
技
術
に
つ
い
て
は
、
雄

勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
に

協
力
を
求
め
、
雄
勝
石
加
工
の

伝
統
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
さ

れ
た
。
強
い
味
方
を
得
て
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
末
に
、

よ
う
や
く
欠
け
や
割
れ
の
発
生

を
極
力
抑
え
た
最
適
な
加
工
条

件
に
た
ど
り
着
く
。

　

開
発
資
金
は
M
S
O
の
尽
力

に
よって
調
達
。
地
元
の
美
里
町

も
資
金
面
な
ど
で
支
援
し
た
。

堀
切
川
研
究
室
が
、
酒
器
と
し

て
重
要
な
口
当
た
り
評
価
法
を

考
案
。
エン
ド
ミ
ル
加
工
後
、
研

磨
仕
上
げ
で
最
良
の
口
当
た
り

を
実
現
。
商
標「
雄
勝
の
濡
れ

盃
」を
取
得
、
完
成
を
見
た
。

　

関
係
者
への
試
飲
で
は「
石
の

冷
た
さ
を
感
じ
ず
、
温
か
み
が

あ
る
」「
濡
れ
た
面
の
漆
黒
が
美

し
い
」な
ど
と
高
評
価
だ
っ
た
。

　

震
災
復
興
の
象
徴
で
あ
り
、

伝
統
と
先
端
技
術
が
融
合
し

た
新
た
な
工
芸
品
と
し
て
、

２
０
１
８
年
に
英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で
も
話

題
に
な
って
い
る
。

地
元
自
治
体
も
協
力
し

一
丸
と
な
っ
て
復
興
支
援

審査員の視点

被災地の伝 統工芸が再生可能という
事例。モノの評価もさることながら、復
興再生とストーリー性に重みがある。
被災地でなければ、早期に売り上げを
伸ばせていたはず。

被災地の復興再生と
物語の重みにも注目

会 社 概 要

商　　号：キョーユー株式会社
設　　立：1980年5月
従業員数：93名
事業内容：�産業用省力化機械装置・治工事

等の設計、製作／精密機械部品
製造／精密プレス・モールド金
型の設計・製作／精密金型部品
製造

お問い合わせ先

キョーユー株式会社
宮城県遠田郡美里町関根字新苗代江149-1
TEL:0229-34-2329 
FAX:0229-34-1965
E-mail:info@kyoyu.jp
事業企画・品質保証・生産技術担当 取締役部長
早坂 健
http://www.kyoyu.jp/

■製造工程

宮城県の産学官協働の復興プロジェクトとして開発 「雄勝の濡れ盃」はぐい呑み（左）と平盃（右）がラインアップ

東北大学大学院堀切川教授
●技術開発助言・指導　　●製品開発指導　　●製品評価

雄勝硯生産販売協同組合 キョーユー（株）

NPO法人未来産業創造
おおさき （株）こけしのしまぬき 美里町

●雄勝石の伝統的な加工技術情報提供
●機械加工に適した原石の調達

●連携体構築、開発支援
●開発資金調達

●酒器のデザイン 
●商品化・販売

●補助事業申請
●関係機関調達

●雄勝石の精密切削技術開発
●精密研削、研磨技術の開発

支援

原石切断（研削盤） ぐい呑み加工（複合旋盤） 平盃加工（縦型マシニング） 磨き（旋盤）

12 特別賞  伝統技術の応用部門



第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製造・生産プロセス部門

受
賞
件
名

金
属
加
工
に
お
け
る
鋼
の
高
精
度
部
品　

高
精
度

な
角
物
・
平
物
・
長
尺
物
を
実
現
す
る
生
産
プ
ロ
セ
ス

白
田 

良
晴

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

プ
レ
フ
ァ
ク
ト
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：プレファクト株式会社
設　　立：2006年
従業員数：40名
事業内容：�金属加工

　

当
社
は
、一言
で
表
現
す
る
と
現

代
の
最
先
端
分
野
に
関
わ
る
ハ
イ
テ

ク
な
鍛
冶
屋
で
あ
る
。
鋼
は
熱
処

理
を
行
う
こ
と
で
硬
さ
、
耐
摩
耗

性
や
耐
久
性
な
ど
が
向
上
す
る
も

の
の
、
曲
が
り
・
歪
み
・
ゆ
が
み
が

発
生
す
る
。
1
0
0
0
分
の
1
ミ

リ
レ
ベル
の
ま
っ
す
ぐ
さ
を
も
っ
た
製

品
製
造
に
は
高
度
な
技
術
が
要
求

さ
れ
る
。
当
社
は
、
熱
処
理
を
施

し
な
が
ら
も
材
料
か
ら
デ
ー
タ
と

経
験
に
基
づい
た
数
値
と
工
程
管
理

で
最
終
的
な
製
品
に
追
い
込
ん
で
い

く
こ
と
で
、
最
大
4
m
×
1
m 

で

あ
っ
て
も
、
高
精
度
を
確
保
し
つつ

加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
プ
ロ

セ
ス
を
確
立
し
た
。

　

最
終
製
品
は
、
大
型
８
K
テ
レ
ビ

の
液
晶
画
面
、最
先
端
スマ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
有
機
E
L
画
面
、
E
V
と
いっ

た
最
新
自
動
車
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
航
空

機
の
部
品
製
造
に
使
用
さ
れ
る
高

精
度
工
作
機
械
な
ど
の
製
造
に
必

要
と
さ
れ
、
世
界
の
最
先
端
の
も
の

づ
く
り
に
携
わ
って
い
る
。

受賞メッセージ

「どこまでも真っ直ぐな細くて長いモノ、平たいモノを作るのが得意な会社」、一般的には馴染みがありま
せん。しかし、この部品は機械の奥の一番大事なところに使用され、機械の精度を支えます。真直度・平
面度の高精度化は、科学技術の高度化に必要な部品です。我々は、この分野の生産技術に特化してきま
した。今回の受賞は、レア過ぎる我々の技術が注目されて、とても嬉しく、そして自信になります。本当に
ありがとうございます。

お問い合わせ先

プレファクト株式会社
郵便番号：〒999-3727
住　　所：山形県東根市野川2552
電話番号：0237-41-4730

13東北経済産業局長賞  製造・生産プロセス部門



第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

氷
温
を
用
い
た
農
水
産
物
高
鮮
度
保
持
・

熟
成
技
術
の
普
及

服
部 

國
彦

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

大
青
工
業
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：大青工業株式会社
設　　立：1948年
従業員数：50人
事業内容：�冷 凍 冷 蔵 設 備 工 事、空 調 設

備工事、氷温設備工事等

お問い合わせ先

大青工業株式会社
郵便番号：〒030-0131
住　　所：青森県青森市問屋町1丁目9-30
電話番号：017-738-2131

　

従
来
の
貯
蔵
庫
で
は
温
度
ム
ラ

が
大
き
く
、
繊
細
な
温
度
帯
を
庫

内
で
均
一に
維
持
す
る
事
は
到
底
不

可
能
だ
っ
た
が
、
貯
蔵
庫
の
内
部
構

造
の
見
直
し
や
デ
フ
ロ
ス
ト
フ
リ
ー

な
機
構
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

貯
蔵
庫
内
の
温
度
上
昇
に
関
す
る

フ
ァ
ク
タ
ー
を
排
除
し
、
広
大
な
空

間
に
対
し
て
の
均
一か
つ一定
の
温
度

保
持
を
可
能
と
し
た
。

　

庫
内
温
度
分
布
誤
差
±
0
・

1
℃
と
い
う
高
精
度
な
均
温
技
術

の
確
立
に
よ
り
、食
材（
農
水
産
物
）

が
凍
結
す
る
寸
前
の
温
度
で
貯
蔵

が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
食

材
が
凍
結
か
ら
自
ら
の
生
命
を
防

御
す
る
た
め
の『
生
体
防
御
反
応
』

を
誘
引
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
材
の

保
存
性
を
飛
躍
的
に
延
長
さ
せ
た

り
、『
生
体
防
御
反
応
』に
よ
る
細

胞
内
の
ア
ミ
ノ
酸
増
加
、
糖
の
増
加

が
発
現
し
、
食
味
が
向
上
す
る『
氷

温
貯
蔵
・
氷
温
熟
成
技
術
』を
確

立
。
食
品
の
高
付
加
価
値
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
普
及

が
進
展
さ
れ
つつ
あ
る
。

受賞メッセージ

この度は、栄えある賞の受賞、誠に有難うございます。日頃よりご支援を賜っております、お客様を始め
青森県関係者の皆様に心から感謝申し上げます。リンゴの貯蔵から始まり、今日に至るまで冷熱技術に
特化した研究開発から70年、県内外のお客様と繫がっていくことが出来ました。今後も『お客様の商品ブ
ランドの確立』を構築・サポートし、お客様にとってのオンリーワンを目指し、お客様に信頼され、選ばれ
続ける会社を目指し、邁進して参ります。

イチゴの氷温貯蔵

氷温貯蔵 3ヶ月変色が見られず健全な状態

桃の氷温貯蔵

氷温技術

■寒さを活か
した生活の知

恵

寒干し ・・・・
棒鱈、寒干し

大根

寒熟成・寒発
酵 ・・・・ うどん

、漬物、日本
酒

寒の活用 ・・・・ 干し餅
、凍み豆腐、

寒ざらし、寒
仕込み

氷氷温温ととはは北北
国国でで生生ききたた先先

人人のの知知恵恵、、古古
来来かかららのの生生

活活のの知知恵恵かか
らら産産ままれれたた技技

術術

氷
温
熟
成
に
よ
る
糖
度

（
甘
さ
）
の
向
上

貯蔵中のぶ
どうの糖度上

昇

氷温CA貯蔵
では、４月上

旬迄の５ヶ月
間に渡る

長期貯蔵に
成功し、その

上おいしくな
りました。

氷温CA貯蔵

農業用冷蔵
庫

ぶどうの氷温
貯蔵

具
志
真
美
／
佐
々
木
鉄
也
／
小
山
内
香
織
／
菅
野
大
輔

14 東北経済産業局長賞    製品・技術開発部門



第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

医
科
、歯
科
医
療
器
具
の
高
清
浄
化

洗
浄
剤
開
発
実
用
化

三
浦 

智
成

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

株
式
会
社
ケ
デ
ィ
カ

会 社 概 要

商　　号：株式会社ケディカ
設　　立：1946年
従業員数：150人
事業内容：�表面処理加工業

　

歯
科
用
セ
メ
ン
ト
と
タ
ン
パ
ク
質

汚
れ
を
同
時
に
除
去
す
る
洗
浄
剤

（
ケ
デ
ィ
ク
リ
ー
ン
T
Z
K
）
と
、

そ
の
洗
浄
効
果
を
応
用
し
ジ
ェッ
ト

シ
ャ
ワ
ー
洗
浄
機
で
使
用
で
き
る
洗

浄
剤（
ケ
デ
ィ
ク
リ
ー
ン
E
X
）を
東

北
大
学
病
院
等
と
共
同
開
発
・
実

用
化
し
た
。

　

T
Z
K
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
除
去

に
有
効
な
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
り
な
が

ら
酸
性
除
去
を
基
本
と
す
る
歯
科

用
セ
メ
ン
ト
も
洗
浄
で
き
、
E
X
は

T
Z
K
の
タ
ン
パ
ク
質
除
去
効
果
を

活
か
し
様
々
な
洗
浄
方
法
に
使
用

可
能
な
無
泡
性
の
洗
浄
剤
で
あ
る
。

受賞メッセージ

東北大学病院、東北大学大学院歯学研究科との共同研究及び宮城県産業技術総合センターの第三者評
価協力を頂いて、院内洗浄における問題点の拾い上げから、その解決策となる清浄化と省力化、危険作
業の回避並び洗浄剤の安全性について総合的に突き詰めて開発した製品です。医療系、歯科系の病院で
広く利用して頂ける様期待しています。また、今回の受賞を励みに今後も医療分野へさらに貢献できる
製品開発、供給をしてまいります。

お問い合わせ先

株式会社ケディカ
郵便番号：〒981-3206
住　　所：宮城県仙台市泉区明通3丁目20番
電話番号：022-777-1351

三
浦
直
暁
／
菊
地
敦
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

レ
ト
ル
ト
の
概
念
を
覆
す
地
場
産“
生
”カ
レ
ー
リ
ー
フ

を
使
用
し
た「
ご
ち
そ
う
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
」

武
藤 

守

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

株
式
会
社
に
し
き
食
品

会 社 概 要

商　　号：株式会社にしき食品
設　　立：1939年
従業員数：240人
事業内容：�レトルト食品（カレーソース、

パスタソース、シチュー、スー
プ他）の製造・販売

お問い合わせ先

株式会社にしき食品
郵便番号：〒989-2421
住　　所：宮城県岩沼市下野郷字新関迎
　　　　　265番地の1
電話番号：0223-29-2091 

　

こ
れ
ま
で
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
で

は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た“
生
”カ

レ
ー
リ
ー
フ
を
、
一
次
生
産
者
で
あ

る
地
場
農
家
と
連
携
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
寒
冷
地
で
の
栽
培
に
成

功
。
従
来
品
に
は
無
か
っ
た
香
り
高

い
本
格
的
な
イ
ン
ド
カ
レ
ー
、「
ご
ち

そ
う
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
」を
実
現
。

　

拡
大
す
る
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
市
場

の
中
で
競
争
力
を
有
す
る
、
付
加

価
値
の
高
い
製
品
開
発
を
実
現
す

る
六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
は
、

連
携
農
家
の
カ
レ
ー
リ
ー
フ
収
穫
量

の
当
初
比
5
倍
拡
大
な
ど
地
場
産

業
に
も
貢
献
。

受賞メッセージ

この度は東北経済産業局長賞を頂き感謝申し上げます。又、食品製造業での受賞は異例のことのようで
受賞者全員喜んでおります。本件の開発は、「カレーの本場インドの味をレトルト食品で再現したい」とい
う妥協のない商品創りへの想いから始まり、地元農家の協力で実現することができました。これからも
新しいことに挑戦し続け、皆様に喜んで頂ける「ごちそうレトルト」をお届けできるように取り組んで参り
ます。

「ごちそうレトルトカレー」の製品例
現在、顧客の嗜好を反映して約40種類のレトルト
カレーを開発・販売している。
カレーリーフ以外にも厳選した素材を使用し、化学
調味料・着色料・香料は一切使用していない。

栽培に成功したカレーリーフ栽培の様子
国内での生産量が少ないカレーリーフは南国の植
物であるため寒冷地での栽培は困難も伴ったが、
専用ビニールハウスなどにより栽培に成功した。

佐
藤
瑠
恵
／
菊
池
洋
一
／
寺
島
純
一
／
井
上
裕
也
／

森
智
恵
／
菅
野
有
紀
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
形
標
準
抵
抗
器
の
開
発

須
磨
秀
之
／
熊
谷
誠
弥
／
佐
藤
充
／

金
子
晋
久（
※
１
）／
大
江
武
彦（
※
１
）／
阿
部
隆
行（
※
２
）

座
間 

松
雄

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

ア
ル
フ
ァ・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：アルファ・エレクトロニクス株式会社
設　　立：1978年
従業員数：137人
事業内容：�超精密金属箔抵抗器、薄膜抵抗器、

ストレーンゲージ、感温抵抗器、
標準抵抗器の設計・製造・販売

　

開
発
し
た
標
準
抵
抗
器
は
、
抵

抗
体
に
N
i 

― 

C
r
系
合
金
箔

を
採
用
し
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ケ
ー
ス
で

封
止
す
る
等
の
構
造
に
よ
り
、
従

来
品
の
巻
線
型
に
あ
っ
た
機
械
的
ス

ト
レ
ス
を
無
く
す
る
こ
と
で
、
10
倍

以
上
の
長
期
安
定
性
・
温
度
特
性

を
達
成
し
、
世
界
ト
ッ
プ
の
性
能

を
確
立
。

　

さ
ら
に
、
従
来
品
が
大
型
サ
イ

ズ
で
恒
温
槽
や
オ
イ
ル
バ
ス
内
で
運

用
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
開

発
品
は
、
筐
体
が
75
分
の
1
、
オ

イ
ル
バ
ス
不
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

管
理
負
担
が
大
幅
に
軽
減
。

受賞メッセージ

この度は、東北経済産業局長賞に採択いただき誠にありがとうございます。共同研究で多大な御支援を
賜りました産総研および日電検の関係者様に心から感謝申し上げます。近年、標準抵抗器の性能で革新
的な技術を耳にすることはありません。本研究で開発された高安定な抵抗器は、伝統的に使用されてき
た従来の抵抗器を凌駕するものと確信しております。今回の受賞を糧に更なる技術向上に努め、国内外
に広く貢献して参ります。

お問い合わせ先

アルファ・エレクトロニクス株式会社
郵便番号：〒018-0901
住　　所：�秋田県由利本荘市中田代字板

井沢238番地の1
電話番号：0184-67-2905

※
1 

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所　
※
２ 

株
式
会
社
村
田
製
作
所

Ni-Cr系合金箔

抵抗素子

出力端子の接続
セラミックケース

に気密封止

標準抵抗器（完成品）

Ni-Cr系合金箔

抵抗素子

出力端子の接続
セラミックケース

に気密封止

標準抵抗器（完成品）
Ni-Cr系合金箔

抵抗素子

出力端子の接続
セラミックケース

に気密封止

標準抵抗器（完成品）Ni-Cr系合金箔抵抗素子 出力端子の接続 セラミックケースに
気密封止

Ni-Cr系合金箔

抵抗素子

出力端子の接続
セラミックケース

に気密封止

標準抵抗器（完成品）
標準抵抗器（完成品）
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

国
産
の
杉
材
を
利
用
し
た
防
火
木
製
サ
ッ
シ・
ド
ア

髙
橋 

光
雄

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

ア
ル
ス
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：アルス株式会社
設　　立：1957年
従業員数：25人
事業内容：�木製サッシ製造

お問い合わせ先

アルス株式会社
郵便番号：〒992-1128
住　　所：山形県米沢市八幡原２丁目444番地7
電話番号：0238-40-8612 

　

軽
量
で
加
工
性
の
良
い
国
産
杉

を
材
料
と
し
て
、
高
性
能
か
つ
意

匠
性
の
高
い
木
製
サ
ッ
シ
を
開
発
。

住
宅
密
集
地
な
ど
に
必
要
不
可
欠

な
防
火
設
備
の
性
能
を
保
証
す
る
、

国
土
交
通
大
臣
認
定
の
取
得
に
成

功
し
た
。

　
一
般
的
な
サ
ッ
シ
の
よ
う
な
鋼
材

補
強
で
は
な
く
、
燃
え
代
で
耐
火

性
能
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
断
熱

性
と
耐
火
性
を
両
立
す
る
画
期
的

な
サ
ッ
シ
が
完
成
し
た
。
網
無
し
の

結
晶
化
耐
熱
ガ
ラ
ス
採
用
に
よ
り
、

大
開
口
で
ク
リ
ア
な
視
界
も
確
保

し
た
。

受賞メッセージ

この度はこのような栄誉ある賞をいただきまして誠にありがとうございます。日頃よりご指導、ご支援下
さいます皆様に心より感謝申し上げます。私共の製品「木製サッシ 夢まど」は、自然な材料を利用した高
性能な木製サッシです。より多くの方に普及させたい思いで、都市部でも利用可能なよう防火設備の認
定取得にも成功しました。これからも日本の住環境の向上のため、創意工夫を凝らし、より一層精進して
まいります。

防火試験の様子 施工例（片引き寄せ窓）

高
橋
風
人
／
佐
藤
周
太
郎
／
井
上
英
信
／

本
道
太
一
／
田
中
竜
斗
／
遠
藤
一
真
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

稲
作
の
低
コ
ス
ト
と
収
益
向
上
を
同
時
実
現
す
る

“
無
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
代し
ろ
掻か

き
同
時
播は

種し
ゅ
”
の
開
発

菅
原 

金
一

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

株
式
会
社
石
井
製
作
所

会 社 概 要

商　　号：株式会社石井製作所
設　　立：1921年
従業員数：57人
事業内容：�国 内 に お け る 農 業 機 械 の 開

発・製造・販売

　

本
機
は
現
在
急
務
の
課
題
で
あ

る
農
家
の
人
手
不
足
を
解
消
し
、

低
コ
ス
ト
で
規
模
拡
大
、
収
益
向

上
を
実
現
す
る
稲
作
用
播
種
機
で

あ
る
。

　

従
来
の
農
家
が
持
つ
ト
ラ
ク
タ
ー

と
代
掻
き
機
に
本
機
を
装
着
し
、

発
芽
し
た
籾
を
代
掻
き
と
同
時

に
水
田
に
播
種
し
た
の
ち
、
土
中

5
m
m
程
度
の
浅
層
に
埋
め
る
。

こ
れ
に
よ
り
鳥
が
目
視
で
籾
を
発

見
し
ず
ら
く
な
る
こ
と
で
鳥
害
を

防
止
し
、
従
来
法
で
必
要
だ
っ
た

籾
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
不
要
と
な
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
コ
ス
ト
面
で
は
①
代
掻
き
と
同

時
に
播
種
す
る
こ
と
で
水
田
で
の

作
業
回
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ

る
人
件
費
の
効
率
化
、
②
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
不
要
な
点
に
よ
る
資
材
面

で
の
削
減
、
③
専
門
機
を
不
要
と

し
ト
ラ
ク
タ
ー
動
力
に
よ
っ
て
稼
働

す
る
こ
と
か
ら
価
格
を
抑
え
機
械

設
備
費
の
削
減
に
つ
な
が
って
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
農
家
の
人
手
不
足
解

消
、
低
コ
ス
ト
で
規
模
拡
大
、
収

益
向
上
を
実
現
し
た
。

受賞メッセージ

この度は、このように名誉ある賞を頂きましたことに深謝申し上げます。弊社は現在急速に進みつつある
農家様の人手不足、農地集約に伴う負荷増大という課題に対して取り組んで参りました。農家様は農機
を望んでいるのでなく、家系や地域が引き継いできた土地とそれに関わる家族、思いを守ることを望ん
でおります。本機はそのような農家様の熱意を支え、延いては次の世代の子たちへと受け継がれるもの
となれば幸いです。今後も農業の分野を支え貢献できるよう努力してまいります。

お問い合わせ先

株式会社石井製作所
郵便番号：〒998-0102
住　　所：�山形県酒田市京田4丁目1番地の13
電話番号：0234-28-8239

※
1 

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

※
２ 

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

水
田
農
業
試
験
場　
※
３ 

国
立
大
学
法
人
山
形
大
学

伊
藤
俊
一
／
大
滝
貴
志
／
白
土
宏
之（
※
１
）／

加
藤
一
秋（
※
１
）／
松
田
晃（
※
２
）／
片
平
光
彦（
※
３
）
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

３
時
間
耐
火
技
術
に
よ
る
木
造
高
層
ビ
ル

受
賞
者

株
式
会
社
シ
ェ
ル
タ
ー

会 社 概 要

商　　号：株式会社シェルター
設　　立：1974年
従業員数：108人
事業内容：�木質構造部材の研究・設計・製造・販売、

大規模・中高層・耐火木造建築の設計
（デザイン、構造設計・計算）・施工

お問い合わせ先

株式会社シェルター
郵便番号：〒990-2473
住　　所：山形県山形市松栄1-5-13
電話番号：023-647-5200

　

高
層
構
築
技
術
と
3
時
間
木

質
耐
火
技
術（
部
材
）の
開
発
に
よ

り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨

造
に
限
定
さ
れ
て
い
た
高
層
ビ
ル
建

築
の
木
造
化
を
実
現
。
特
許
技
術

の「
接
合
金
物
工
法 

K
E
S
構

法
」と
、
日
本
で
初
め
て
3
時
間
耐

火
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
を
取
得 

し
た「
木
質
耐
火
部
材 

C
O
O
L 

W
O
O
D
」が
基
盤
技
術
と
な
る
。

　

都
市
部
で
の
木
造
高
層
ビ
ル
建

築
に
よ
る
継
続
的
な
木
材
需
要
に

よ
り
、
地
方
の
木
材
関
連
産
業
を

活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
森
林
整

備
に
よ
って
C
O
2
の
吸
収
力
を
高

め
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

す
る
。

受賞メッセージ

環境問題が世界規模で深刻化している中、木造建築への取り組みが大きく広がっています。木はCO２を
吸収し成長・貯蔵する、環境に対し極めて有効な資源であり、SDGsの観点からも高く評価されています。
当社は適切な木材利用によって森林整備を促し、林業振興や雇用創出に繋げるとともに、街中にCO２を
固定化する「木造都市®」づくりを推進しています。接合部を金物で強固に接合する工法と木質耐火技術
の開発により、今まで鉄筋コンクリート造や鉄骨造で建てられていた高層ビルが木造で建築可能となり
ました。今後も技術革新を続け、人と環境に優しい木造都市の実現に向けて邁進して参ります。

KES構法イメージCG
最大の弱点である接合部に金物
を用い、耐震性と設計自由度を
高めた

３時間耐火COOL WOODイメージCG
・�柱・梁、間仕切壁・外壁・床の大臣認定を

取得
・�(一社)日本木造耐火建築協会を通しオープ

ン化

仙台駅東口木造ビルプロジェクト
イメージCG

燃え止まり層
(石膏ボード)

荷重支持部(木材)

表面材
(木材)

安
達 

広
幸

リ
ー
ダ
ー

伊
藤
克
彦
／
佐
藤
弘
光
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

難
削
材（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
他
）に
お
け
る

微
細
先
端
加
工
技
術

後
藤 

孝
宏

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

株
式
会
社
ナ
ガ
オ
カ

会 社 概 要

商　　号：株式会社ナガオカ
設　　立：1940年
従業員数：97人
事業内容：�レコード針、カートリッジ、精密測

定用端子、ダイヤモンド工具、プロー
ブニードル、小型マグネット加工

　

C
D
の
登
場
に
よ
る
レ
コ
ー
ド
針

の
需
要
落
ち
込
み
を
期
に
、『
地
球

上
で一番
硬
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
精
密

研
磨
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
何
で

も
加
工
で
き
る
』と
い
う
観
点
で
、

サ
フ
ァ
イ
ア
、
ル
ビ
ー
、
超
硬
合
金
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
異

種
の
難
削
材
加
工
に
取
り
組
み
、

現
在
は
そ
の
技
術
を
、
精
密
測
定

用
端
子
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
、
プ

ロ
ー
ブ
ニ
ー
ド
ル
等
の
精
密
加
工
に

幅
広
く
活
用
。

　

加
工
技
術
の
中
枢
は
、
自
社
で

加
工
機
械
及
び
治
工
具
を
設
計
・

製
作
し
、
独
自
の
工
法
で
製
品
を

作
り
上
げ
る
技
術
力
に
あ
り
、
精

密
測
定
用
端
子
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

使
用
し
高
精
度
円
錐
形
状
に
、
プ

ロ
ー
ブ
ニ
ー
ド
ル
は
髪
の
毛
と
同
等

の
太
さ（
直
径
約
0
・
0
7
m
m
）

の
貴
金
属
材
料
丸
棒
を
、
鋭
角
な

円
錐
形
状
に
加
工
す
る
事
も
可
能

と
し
た
。

受賞メッセージ

㈱ナガオカは、今年創立80周年を迎えます。この記念すべき年にこのような大きな賞を頂きましたこと
に深く感謝申し上げます。当社の接合ダイヤモンドレコード針を製造する技術は、社内製の機械や治具
に培ったノウハウとアイデアを入れ込み、精密部品を独自製法で製造し最先端の各分野を支えています。
日常生活で不可欠な多くの製品に当社が製造した部品が使用されていることを誇りに今後も高精度を
目指し新技術に挑戦して参ります。

お問い合わせ先

株式会社ナガオカ
郵便番号：〒999-3716
住　　所：�山形県東根市蟹沢1863-6
電話番号：0237-42-1135

精密測定子
（ダイヤモンド・超硬合金等）

プローブニードル顕微鏡写真
（半導体検査用針）

プローブニードル
拡大

(株)ナガオカの加工技術の原点となる
レコード針顕微鏡写真

(株)ナガオカ製の針が使用されるカン
チレバータイプのプローブカード写真

川
口
成
治
／
増
川
孝
弘
／
石
井
洋
次
／
青
山
隆
之
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

受
賞
件
名

心
な
し
研
削
盤
に
よ
る
革
新
的
高
精
度・

高
能
率
ね
じ
研
削
方
法
の
開
発

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

ミ
ク
ロ
ン
精
密
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：ミクロン精密株式会社
設　　立：1961年
従業員数：245人
事業内容：�心なし研削盤（センタレスグライ

ンダ）及び内面研削盤（インター
ナルグラインダ）とその周辺装置

お問い合わせ先

ミクロン精密株式会社
郵便番号：〒990-2303
住　　所：山形県山形市蔵王上野578-2
電話番号：023-688-8111

　

自
動
車
の
電
動
化
に
よ
る
モ
ー

タ
ー
数
増
大
に
伴
う
ボ
ー
ル
ね
じ

の
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
新

開
発
の
心
な
し
ね
じ
研
削
盤
に
革

新
的
ね
じ
加
工
専
用
シ
ン
ク
ロ（
同

期
）機
構
を
装
着
し
、
ね
じ
加
工

範
囲
の
拡
大
、
高
精
度
・
高
能
率

ね
じ
加
工
技
術
を
確
立
。

　

加
工
精
度
は
、
最
も
精
密
な

ボ
ー
ル
ね
じ
リ
ー
ド
精
度
J
I
S 

“
C
0
級
”、
生
産
能
率
も
従
来
の

円
筒
研
削
方
式
に
対
し
50
倍
、
従

来
の
心
な
し
研
削
方
式
に
対
し
実

用
レ
ベル
で
1
・
6
倍
を
実
現
。
各

産
業
界
で
高
精
度
ね
じ
製
品
の
量

産
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
貢
献
。

受賞メッセージ

この度はこのような栄えある賞をいただき、ありがとうございます。また、ご支援いただきました関係各
位に感謝申し上げます。今般開発しました心なし研削盤によるねじ研削加工方式は、これからさまざま
な産業分野において電動化に伴って増えると思われるねじ部品の高精度・高能率・低コスト加工に大き
く貢献できるものと考えています。この受賞を機に更に開発に力を入れて、これからも日本のものづくり
に貢献して参ります。

寒
河
江 

茂
兵
衛
鈴
木
広
樹
／
齋
藤
祐
／
志
貴
正
人
／

佐
藤
健
一
／
柿
崎
健
一
／
立
花
亨
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞

石
井
和
夫
／
渋
谷
宇
一
郎
／
悪
原
正
敏
／

山
口
友
広
／
松
木
俊
朗（
※
１
）

製品・技術開発部門

受
賞
件
名

こ
れ
ま
で
に
な
い
硬
さ
を
実
現
し
た
鋳
鉄
製
大
型

部
材
の
開
発
と
エ
レ
ベ
ー
タ
用
シ
ー
ブ
へ
の
応
用

渡
辺 

隆
介

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

有
限
会
社
渡
辺
鋳
造
所

会 社 概 要

商　　号：有限会社渡辺鋳造所
設　　立：1900年
従業員数：33人
事業内容：�産業機械、油空圧部品、昇降機

耐摩耗鋳物品、鋳物設計、三次
元温度調整用配管内蔵品

　

昨
今
の
ビ
ル
高
層
化
に
伴
い
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
高
速
・
大
容
量
化
と
と

も
に
部
材
の
重
量
低
減
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
綱
車
の
相
手
材
と
な

る
鋼
製
ロ
ー
プ
径
は
細
く
な
り
、
硬

度
は
よ
り
硬
く
な
り
つつ
あ
る
。
従

来
の
鋳
鉄
製
綱
車
で
は
摺
動
面
で

の
摩
擦
に
耐
え
き
れ
ず
、
そ
の
寿

命
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
問
題
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
開
発
し
た
特
許

材
料
で
あ
る「
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
鋳

鉄
」
を
応
用
し
、
直
径
1
m
、
重

量
1
t
級
の
エ
レ
ベ
ー
タ
用
大
型
・

高
硬
度
シ
ー
ブ（
綱
車
）の
製
造
工

程
を
確
立
し
、
高
速
・
大
容
量
エ
レ

ベー
タ
に
採
用
さ
れ
た
。

　

従
来
製
品
で
は
硬
さ
3
0
0

H
B
W
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
氷
点
下
に
冷
や
す
だ

け
で
硬
く
な
る（
焼
入
れ
が
不
要
）

本
材
料
の
特
性
を
活
か
し
、
硬

さ
を
調
整
す
る
た
め
の
熱
処
理
工

程
を
最
適
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
型
の
鋳
鉄
品
で
も
均
一に
硬
さ

3
5
0
H
B
W
以
上（
市
販
鋼
材

に
匹
敵
）を
実
現
し
、
製
品
の
耐
久

性
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

受賞メッセージ

当社と山形県工業技術センターが共同開発した「鋼に迫る新鋳造材料」は、強度・硬度を向上させる処理
を一般的な加熱→冷却ではなく、冷却→加熱という逆転の発想を用いることで実現致しました。この材
料は従来の鋳鉄を凌ぎ、かつ表面から中心まで均一な性質を保持しております。この度の受賞によりご
評価を頂けたことを励みとし、当社が主とする昇降機分野に加えて、金型業界への展開も挑戦して参り
ます。

お問い合わせ先

有限会社渡辺鋳造所
郵便番号：〒990-2351
住　　所：�山形県山形市鋳物町21番地
電話番号：023-643-7010

★硬さ350HBW以上
急冷することなく、氷点下に冷
やすだけで硬い「マルテンサイ
ト組織」が得られる

★硬さ調整が可能
一般的な鋼材と同様に、加熱処
理（焼戻し）により硬さの調整が
可能→要求仕様に対応可

★均一な硬さ
製品の部位による硬さの差が
ない→稼働時のロープとの接触
による偏摩耗を抑制

★ 機械加工が可能
適切な加工条件によりNC旋盤
等による容易に加工可能→高
精度ロープ溝加工

開発したシーブ（溝加工前）

大型シーブ

小型シーブ

※
1 

山
形
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
伝統技術の応用部門

受
賞
件
名

ニ
ッ
ト
産
地
の
再
興
を
目
指
す
伝
統
的
な
綛か
せ
染ぞ

め
を
工
夫

し
た『
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ⓡ

』の
開
発
と
収
益
構
造
改
革

伊
藤 

栄
一

リ
ー
ダ
ー

受
賞
者

石
川
染
工
株
式
会
社

会 社 概 要

商　　号：石川染工株式会社
設　　立：1959年
従業員数：13人
事業内容：�メリヤス染色業

お問い合わせ先

石川染工株式会社
郵便番号：〒990-0301
住　　所：山形県東村山郡山辺町大字山辺923
電話番号：023-664-5011

　
ニ
ッ
ト
製
品
完
成
時
の
滑
ら
か

な「
糸
の
風
合
い
」
を
出
す
た
め
に

用
い
ら
れ
た
紡
績
技
術
を
実
現
す

る
た
め
に
、「
伝
統
的
な
綛
染
め
技

術
」を
応
用
し
た「
染
色
技
術
」を

活
用
。

　

こ
の
染
色
技
術
で
開
発
し
た

『
R
I
C
H 

L
U
X
』
シ
リ
ー
ズ

は
、
そ
の
品
質
の
高
さ
が
認
め
ら

れ
、
わ
ず
か
1
年
で
派
生
ブ
ラ
ン
ド

を
含
め
、
26
種
類
が
商
品
化
。
安

定
し
た
品
質
や
供
給
体
制
づ
く
り
、

閑
散
期
対
策
、
技
術
の
見
え
る
化

に
結
び
付
け
収
益
構
造
改
革
を
実

現
。

受賞メッセージ

ニット製品に欠かせない高品質な糸と染色を実現する為に、チームで取り組んでまいりましたことをご
評価いただき、誠にありがとうございます。綛染め技術を活用した『RICH　LUXⓇ』は、ニット製品の課題
である、いとの風合いの良さと抗ピリング性、耐洗濯性を最大限に実現した糸です。今回の受賞を大きな
励みとし、これからも染色技術の向上・ニット糸開発に向け一層努力し、取り組んでまいりたいと思いま
す。

「色の風合い」が魅力の
「RICH LUX」シリーズ Refrect『【洗える】ドリーミーカラーMIXニット』

RICH LUX ボンボンRICH ZAO

※
1 

有
限
会
社
イ
デ
ア
ッ
ク

東
海
林
弘
和
／
多
田
勇
治
／
岡
信
一（
※
１
）／
渡
瀬
拓
哉（
※
１
）
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第８回
ものづくり日本大賞

東北経済産業局長賞
伝統技術の応用部門

会 社 概 要

商　　号：有限会社奥山メリヤス
設　　立：1951年
従業員数：40人
事業内容：�ニット製造

　
一
般
的
な
ニッ
ト
製
品
が「
平
面

的
な
」編
み
込
み
で
あ
る
の
に
対
し

て
、当
社
は「
畔
編
み
」・「
縄
編
み
」

等
に
よ
り
、
ニッ
ト
生
地
の
凹
凸
模

様
を
立
体
化
さ
せ
る
超
立
体
造
形

技
術
を
持
ち
、
複
数
の
ゲ
ー
ジ
を

活
用
。

　

高
度
な
技
術
を
持
つ
職
人
の
技

で
編
立
か
ら
縫
製
、
仕
上
げ
ま
で

社
内
で一貫
し
た
体
制
で
製
品
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
素
材
感

を
最
大
限
引
き
出
し
、
機
能
性
と

デ
ザ
イ
ン
を
融
合
さ
せ
た
製
品
を

実
現
し
て
い
る
。

受賞メッセージ

創業から約70年、有数のニット産地の中で育んできた技術をベースに「大切に、より長く」着て頂ける

商品を開発しながら、新しいビジネスモデルに取り組んできた事を評価して頂き大変光栄に思います。

ファッションの有り方が見直されている今、更に技術に磨きをかけ、社会に貢献していけるように努力

していきたいと思います。

お問い合わせ先

有限会社奥山メリヤス
郵便番号：〒991-0041
住　　所：�山形県寒河江市大字寒河江字

赤田156番地
電話番号：0237-86-5378製品例 手作業による縫い合せ
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ン
ジ
ャ
パ
ン
の
ト
ー
タ
ル
ニ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
確
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奥
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幸
平

リ
ー
ダ
ー
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有
限
会
社
奥
山
メ
リ
ヤ
ス

三
嶋
直
人
／
大
田
陽
子
／
奥
山
静
香
／

鈴
木
胡
桃
／
土
屋
純
子
／
赤
塚
清
香
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